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1 中国鉄鋼業の発展史

1.1 旧中国の鉄鋼業

中国における高炉法による最初の近代的製鉄所は、清朝末

期の「洋務運動」の一環として1890年に着工、93年に竣工

した漢陽鋼鉄廠である。1907年には粗鋼生産も開始（8,500

トン）されたが、海外からの輸入鋼材に押されて15年には

操業を停止した。しかし、辛亥革命による中華民国の成立を

経て第一次世界大戦後になると、日本を始めとする外国資本

による近代的鉄鋼企業の設立が盛んとなり、本渓、大連、鞍

山等に製鉄所が建設された。旧中国の諸産業は1930年代に

国民党政府による経済建設政策のもとで最盛期を迎え、その

後日中戦争の激化によって衰退していったが、鉄鋼業のみは

日本の占領下で軍事物資の増産が図られた1943年がピーク

で、銑鉄180万トン、粗鋼91万トンが生産された。

旧中国における鉄鋼業の特徴としては、主として軍閥と外

国資本によって建設されたこと、地理的には東北地方南部に

集中していたこと、上工程の能力が大きく銑鉄の輸出が多か

ったこと、小型の高炉・平炉が多く技術水準が低かったこと

等が挙げられる。

第二次大戦終結後は、東北地方を占領したソ連軍によって

生産設備が破壊・撤去され、更に国共内戦が再発して鉄鋼業

は衰退した。中華人民共和国が成立した1949年には、残さ

れた製鉄工場は全国に19か所のみで、銑鉄生産は24.6万ト

ン、粗鋼生産は15.8万トンであり、それぞれ最盛時の14％

および17％の水準に落ち込んでいた。

1.2 1950～60年代

新中国の鉄鋼業は、残存する旧設備の再建から始まった。

政府は重工業に集中的な投資を行ない、ソ連からの多額の経

済援助もあって生産は急速に回復し、1952年には粗鋼生産

135万トンと早くも旧中国のピーク水準を凌いだ。続く第1

次5ヵ年計画（1953～57年）では引続き重工業優先政策とソ

連の技術協力の下で、鞍山鋼鉄公司の大幅拡張の他、武漢、

包頭、本渓等で鉄鋼設備の新設あるいは拡張が行なわれ、最

終年の粗鋼生産は535万トンに達した。

しかし、その後の歩みは必ずしも順調ではなかった。58

年には毛沢東の主導により「大躍進」と名づけられる急進的

な経済政策が開始され、農業改革と並んで鉄鋼の大増産が発

令された。この政策では大規模製鉄所の拡充と並行して中型

工場および農村地域に多数の小型工場が建設された。これら

小型工場では土法炉と呼ばれる前近代的な小型製銑炉が約

200万基作られたといわれる。これにより鉄鋼生産は一時的

に急増したが、土法生産方式は品質および生産性の点できわ

めて不十分なもので、近代工業としての条件を満たすことが

できなかった。しかも土法炉による石炭の浪費のために正規

の製鉄所は石炭不足から操業に支障をきたし、更に大量の木

材も燃料として使用されたため、森林資源の破壊をもたらし

たともいわれている。このため土法炉は3年足らずで廃棄さ

れ、洋式小型高炉の建設に政策転換がなされた。

一方、60年の中ソ決裂によりソ連の援助が途絶したため、

以後の中国鉄鋼業は自力更正の道を歩むことになり、大規模

プラント等は西欧や日本に発注されるようになった。61～

65年は中国経済の調整期で、農業に重点が移され、工業の

成長はスローダウンした。60年代後半には文化大革命によ

る社会混乱が発生し、特に67～68年には鉄鋼生産も大幅な

後退を余儀なくされた。

1.3 1970年代以降

70年代に入ると、中国は国際的孤立から脱却して米国や

日本との国交を回復し、海外からの技術・資金の導入や海外

向け輸出がスムーズに行なわれるようになった。鉄鋼業では

新工場の建設や既存製鉄所の近代化拡張が相次ぎ、80年に

は武漢鋼鉄の新圧延工場で中国初となる亜鉛めっき鋼板、ブ
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リキ、電気鋼板の生産が開始され、85年には日本の協力に

より上海宝山鋼鉄の第一期工事が完了した。更に70年代末

からは中国の経済改革が本格化し、家電製品を始めとする耐

久消費財の生産技術・設備が導入され、これらの産業は急速

に発展拡大した。こうした最終需要の増加は鉄鋼業などの生

産財産業の生産を牽引していった。71～77年にかけて2,000

万トン台の前半に停滞していた粗鋼生産は78年に3,000万ト

ン、83年には4,000万トンを超え、以後は直線的な拡大が続

いた。転炉や連続鋳造などの新技術・設備の普及もこの生産

拡大を後押しした。

90年代以降の中国の経済発展は一層目覚ましく、前半は

10％以上、後半も7～9％台の経済成長が続いた。世界の生

産基地としての地位を確立した家電産業に加え、新たに自動

車、造船、コンピューター等の産業も大きく成長した。鉄鋼

業界では宝山鋼鉄の第2期・第3期工事を始めとする設備拡

張が続けられた。粗鋼生産は96年に1億トンを突破して日

本を抜き（図1）、単独国家としては世界最大となったが、需

要の急拡大には追いつかず、海外から大量の鋼材が輸入され

た。また新しい産業の発展により、高品質の鋼材への要求も

高まってきた。

政府は第9次5ヵ年計画（1996～2000年）において、鉄鋼

業に関しては基本的目標を従来の量的拡大から質的向上に転

換し、品種構成の改善や品質および技術水準の向上等が掲げ

られた。現在の第10次5ヵ年計画（2001～2005年）でもこ

の基本方針は継承されており、WTOへの加盟によって激化

する国際競争に勝ち抜くべく、小規模ミルの群立、低い生産

性、低品位鋼材の過剰生産と高品位鋼材の供給力不足、環境

汚染といった構造的問題を解決するための官民の努力が続け

られている。

2 中国鉄鋼業の現状

2.1 生産と消費

2001年における中国の粗鋼生産は1億4,893万トンで、6

年連続で世界最大となった。10年前の1991年に比べ約2.1

倍に増加している。IISI（国際鉄鋼協会）の推定による2001

年の世界全体の粗鋼生産は 8億 4 ,700万トンで、中国は

17.6％を占めており、その比率は年々高まっている。2002

年の粗鋼生産も上半期で8,503万トンに達しており、史上最

高を更新するのは確実な情勢である。また、銑鉄生産は

2001年が1億4,541万トン（91年比2.1倍）で、世界計に占め

る比率は25.2％、2002年上半期の生産は8,081万トンであ

る。一方、成品鋼材の生産は粗鋼・銑鉄以上に増加が著しく、

半成品の輸入が急増した2000年以降は粗鋼生産量を上回っ

ている。2001年の鋼材生産は1億5,745万トン（91年比2.5

倍）、2002年上半期は9,129万トンに達した（表1）。

鋼材ベースの見掛消費（生産＋輸入－輸出）も増加が続い

ており、2001年は1億6,993万トン（91年比3.0倍）で、世界

の見掛消費（IISIによる）に占める比率は22.2％であった。

また2002年上半期の消費は輸入増もあって1億0,141万トン

（前年同期比22.4％増）と、年率2億トンペースに加速して

表1 中国の鋼材需給1）

図1 中国の粗鋼生産推移1）

年
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いる。なお、消費に対する生産の比率（自給率）は2001年が

92.7％、2002年上半期が90.6％である。

このように中国の鉄鋼生産・消費は量的には世界の頂点に

上り詰め、自給率も高水準にあるが、条鋼類や一部の低品位

の鋼板類などでは実需の裏付けのない過剰生産が行なわれ、

在庫の積み上がりや市況の下落を招くといった弊害が90年

代末から目立ってきた。このため政府は1999年から需給状

況改善のため、生産と輸入を抑制し輸出を拡大する「総量調

整」を指示して数値目標を設定している。しかしこの目標は

必ずしも達成されておらず、生産増には歯止めがかかってい

ない。こうした過剰生産は主に地方の小規模企業で行なわれ

ているといわれる。

2001年の鋼材生産を品種別にみると、棒鋼・形鋼が6,165

万トンで全体の39.2％、線材2,962万トン（18.8％）、厚中

板2,009万トン（12.8％）、薄板・帯鋼3,094万トン（19.7％）

という比率である（表2）。全体の生産量が急速に伸びている

にもかかわらず、この比率は従来からあまり変化がない。ま

た、品種カテゴリー別の自給率（見掛消費に対する生産の割

合）を試算してみると、条鋼類が100.6％、厚中板が99.9％、

鋼管が98.8％であるのに対し、薄板類は70.3％であり、供

給力の不足を裏付けている。

2.2 原料

中国は世界最大の鉄鉱石産出国である。2000年の産出量

は2億2,256万トンで、世界計の21.5％を占める。しかし90

年代以降の産出量は頭打ち状態にあり、今後の伸びはあまり

期待できない。また鉄分が60％以上の高品位鉱は少なく、

大部分は30～40％台の低品位鉱であるとされる。産出の中

心は河北省（5,889万トン）と遼寧省（5,648万トン）である。

産出した鉄鉱石はほぼ全量が国内で消費されており、この他

に6,997万トンが輸入された（自給率76.1％）。鉄鋼生産の急

増に伴って鉄鉱石輸入は増加傾向にあり、上海宝鋼グループ

はブラジルのCVRDおよびオーストラリアのリオティント

との間で新鉱山の開発および鉄鉱石供給に関する契約を結ん

でいる。輸入拡大のための港湾整備も進んでいる。

2.3 鉄鋼輸入

中国の鉄鋼輸入が増加し始めたのは、国内需要が急増して

供給とのギャップが拡大した1980年代からである。輸入量

は年毎の変動が大きいが、最も多かったのは1993年の3,626

万トン（以下の数値は半成品と成品の合計）であり、この当

時は鉄筋用棒鋼、形鋼、線材などの条鋼類が全体の半分近く

を占めていた。その後、条鋼類の輸入は自給率の向上に伴っ

て急速に減少し、代わって国内供給力の不十分な薄板類が増

加して輸入の主力となった。2001年の輸入は2,544万トンで、

93年に次ぐ史上2番目の水準であり、単独国家としては米国

に次いで世界第2位の輸入量となった。品種別の内訳は薄板

類が1,448万トン（うち冷延鋼板568万トン、熱延薄板286

万トン、亜鉛めっき鋼板218万トン）、半成品が831万トン、

鋼管が81万トンである。また相手国別では日本とロシアが

伝統的な二大供給国で、最近は韓国・台湾も増加が著しい

（表3）。

ここ2～3年は国際市況の下落もあって輸入品と国産品と

の競合が激しさを増しており、特に2001年末に中国がWTO

に加盟したことにより、輸入関税が引下げられた上、輸入許

可証（IL）制度などが原則撤廃されたため、2002年上半期の

輸入は鋼板類を中心に1,482万トン（前年同期比12.4％増）

と大きく増加した。危機感を募らせた国内鉄鋼業界は制定さ

表2 中国の品種別鋼材生産 1） 表3 中国の鋼材貿易（半成品を含む）7）
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れたばかりのセーフガード条例による救済を政府に要請し、

政府は5月24日、鉄鋼製品9品目を対象に180日間の暫定セ

ーフガード措置（一定の割当枠を超えた分につき最大26％

の特別関税を上乗せ）を発動した。このため下半期の輸入は

減少に向うと予想されている。

2.4 鉄鋼輸出

中国の鉄鋼輸出は1990年代から半成品を中心に本格化し

て100万トンを越える水準となった。これまで最も多かった

のは2000年の1,066万トン（世界で9番目）であり、うち509

万トンが半成品であった。しかし2001年には国際市況の下

落や米国の通商法提訴の影響で減少し、全体で675万トン

（うち半成品272万トン）となった。品種としては半成品お

よび国内供給に余裕のある低付加価値鋼材が中心であるが、

薄板類の比率は上昇しつつある。向け先ではアジアが517万

トン（全体の76.5％）と圧倒的な比重を占めており、特に香

港、韓国、台湾、ベトナム向け等が多い。その他の地域では

米国とEUが主な向け先であるが、米国向けは通商法提訴な

どの影響で減少傾向にある（表3）。生産に対する輸出の比率

（完成鋼材ベース）は2001年で3.0％に留まっている。中国

鉄鋼業界では大手企業を中心に輸出増を目標に掲げている

が、内需好調の一方で現在の国際市場は厳しい状況が続いて

おり、2002年上半期の輸出（半成品を含む）は224万トン

（前年同期比37.6％減）とかえって大幅減少を強いられてい

る。

3 鉄鋼企業と生産設備

3.1 鉄鋼企業

中国の鉄鋼業界には原料関係等も含むときわめて多くの企

業が存在するが、鉄鋼製品を製造するメーカーは、政府機関

の調査によれば1999年末現在で290社である。このうち、

年間に粗鋼50万トン以上を生産する中・大規模の「重点企

業」は、2001年の生産実績に基づくと58社（2000年は54社）

ある。これら重点企業が全国の粗鋼生産に占める比率は

88.8％に達する。粗鋼600万トン以上を生産する大手メーカ

ーは上海宝山鋼鉄、鞍山鋼鉄、首都鋼鉄、武漢鋼鉄の4社で、

以下200～600万トンが16社、100～200万トンが26社、50

～100万トンが12社ある。表4に主要鉄鋼メーカーの粗鋼・

鋼材生産を示す。地域別にみると、58社のうち34社が上海

市、遼寧省、河北省、江蘇省などの東部沿岸地域に立地して

おり、内陸部では中部地区（湖北省など）に16社、西部地区

（四川省など）に8社がある。ちなみに地区別の粗鋼生産

（2000年）では、上海市が全国の13.8％、遼寧省が12.1％、

河北省が9.6％、湖北省が7.0％を占めている。なお、政府

は構造改善の一環として小規模・零細メーカーで生産効率が

悪く、環境汚染の原因ともなっている103社を指名して閉鎖

するプログラムを進めており、これが完了すればメーカー数

は187社となる。

3.2 生産設備

生産設備については資料によってデータに異同があるが、

ここでは業界資料である「中国鋼鉄工業年鑑」ほかに基づい

て概観してみる。高炉は1995年現在で全国に3,228基ある

とされるが、その大部分は小規模企業の所有する容積100立

方メートル以下の小型高炉と推定される。これらの小型高炉

は50年代末の大躍進期から60年代にかけて建設されたもの

が多く、生産性が低い上に環境汚染の原因になっているとい

われる。一方、中・大規模の重点企業に限ってみると、高炉

基数は2000年現在で243である（表5）。大型高炉としては、

上海宝山鋼鉄の第3高炉（4,350立方メートル）を筆頭に、同

社第1、第2高炉（各4,063立方メートル）、武漢鋼鉄の第3

高炉（3,200立方メートル）、以下2,000立方メートル台が11

基、1,000立方メートル台が28基で、残る200基は1,000立

表4 主要鉄鋼メーカーの粗鋼・鋼材生産（2001年実績）1）



中国鉄鋼業の歴史的発展と現状および展望

13 925

方メートル未満である。

製鋼設備については、重点企業の転炉は212基、電炉は

204基、平炉は9基である（表5、2000年現在）。LD転炉が

中国に本格的に導入されたのは1970年代の半ばであり、以

後中・大手企業を中心に急速に普及して製鋼設備の主力とな

った。上記212基のうち100トン／チャージ以上の大型転炉

は27基である。電炉については、高炉と同様小型の設備が

全国に多数存在する（95年現在で3,380基）。上記重点企業

の204基のうち30トン／チャージ以上は30基である。また

平炉については、1960年代半ばから90年代半ばまで一貫し

て1,000万トン前後の生産を行なってきたが、その後は廃棄

が進み、2001年末に包頭鋼鉄の第1平炉（1960年稼動）が操

業を停止したのを最後に、大手企業からは完全に淘汰された

（小規模企業にはまだ残存）。

連鋳は重点企業計で 281基、923ラインがある（表 5、

2000年現在）。連鋳設備も転炉と同様に1970年代半ばから

大手企業を中心に徐徐に導入が始まった。本格的に普及が進

んだのは90年代以降であり、中国側発表による連鋳比率は、

1996年53.3％、2000年87.3％、2001年89.4％と上昇が続

き、2002年上半期は92.6％でほぼ先進国並みの水準となっ

ている。なお、連鋳設備は2002年に入って新設が相次いで

おり、上半期に完成したもののみでビレット、スラブ合計で

21基、1,120万トンにのぼる。下半期には更に45基、2,449

万トンが稼動する見込みである。また薄スラブ連鋳機は

1999～2001年にかけて広州珠江鋼鉄と邯鄲鋼鉄に各1基、

包頭鋼鉄に2基がいずれもヨーロッパの技術により導入され

ている。

圧延設備の主要なものとしては、重点企業計で大形・中形

形鋼ミル63基、高速線材ミル35基、厚板ミル26基、ホット

ストリップミル（広幅）9基、コールドストリップミル（同）

6基、熱延継目鋼管ミル32基、溶接鋼管ミル51基などがあ

るが（以上は2000年または1999年現在）、この他に旧式・小

形の棒鋼ミル、狭幅帯鋼ミル、レバース式の薄板ミルなどが

多数存在する。

4 中国鉄鋼業の展望

4.1 需給動向

第10次5ヵ年計画（2001～2005年。以下10・5計画と表

記）における中国の経済成長目標は年平均7％であり、2001

年実績は7.3％、2002年上半期も7.8％と順調に目標を達成

しつつある。鉄鋼需要産業についても、自動車、造船、家電

等の製造業の活動が引続き旺盛であるのに加え、都市部を中

心とした住宅・非住宅建築も活発化している。更に公共土木

部門でも西部大開発計画に基づく大型プロジェクトが多数立

ち上がっており、2008年北京五輪に向けてのインフラ整備

の促進も期待されるなど、鉄鋼需要は今後とも堅調に拡大す

ることが予想される。

これに対する鉄鋼供給については、前述のとおり政府は過

剰生産と輸入の抑制を目的とした「総量調整」に基づき緊縮

的な数値目標を掲げているが、実際には生産増のペースはむ

しろ加速しており、現在のところ停滞・減少の兆しは窺われ

ない。10・5計画の最終年である2005年における鋼材見掛

消費の予想は1億6,000万トンであったが、これは既に初年

度に超過達成されており、セーフガードの正式発動による輸

入抑制の可能性はあるものの、生産増に牽引されて近い将来

には2億トンを越える可能性が高い。

4.2 企業再編と能力拡張

鉄鋼業10.5計画の掲げる構造改善の内容を概観してみる

と、企業再編については前述のように小規模企業の閉鎖が進

められている一方で、中・大手企業については合弁、資本提

携、地域間協力、専業メーカーの統合等による連携強化が図

られている。現在は西北、華北、華東、華中、西南等の各地

区で数社～十数社による企業グループが形成されつつあり、

将来的にはミル分布を資源立地型から市場立地型に転換する

ことが基本目標とされている。

生産能力の拡張については、国内供給力が不足しており輸

入依存度の高い厚さ1ミリ以下の冷延鋼板、3ミリ以下の熱

延鋼板、ステンレス鋼板、高級亜鉛めっき鋼板、冷延電気鋼

板等を中心に設備の新設・改造が図られている。10・5計画

中に予定されている薄板 3品種の能力増強は、熱延薄板

1,740万トン、冷延薄板580万トン、亜鉛めっき鋼板295万

表5 重点企業の設備状況（2000年）2）
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トンである（表6）。

また、既に十分な生産能力があり、今後は国際競争力の強

化を目指すべき品種としては、小形形鋼・棒鋼、継目無鋼管、

重軌条、厚中板（ただし高品位の特殊用途向けは能力不足）

等が挙げられており、旧式設備に替えて連続式小形形鋼圧延

機、高速線材圧延機、広幅厚板圧延機等の導入が奨励されて

いる。能力過剰で、今後は生産抑制を図るべき製品としては、

大・中形形鋼、溶接鋼管（特に小径管）、狭幅熱延帯鋼、ブ

リキ（高品位のものを除く）等が挙げられている。なお、早

期に廃棄すべき生産設備として、容積100立方メートル以下

の高炉、15トン以下の転炉、10トン以下の電炉、レバース

式薄板圧延機、76ミリ以下の熱延鋼管圧延機等が政府によ

って指示されている。

4.3 生産性向上と環境対策

生産性については、2000年現在の労働者1人当たりの年

間粗鋼生産量は、日本1,120トン、韓国756トン、米国592

トンに対して中国は約100トン（生産1億3,146万トンに対し

て労働者約130万人）にとどまっており、10・5計画では

2005年までにこれを250トンに引上げることを目標として

いる（表7）。これには生産技術の向上と併せて大量の人員削

減を要するとみられ、その手法が注目される。

また中国の粗鋼生産1トン当たりのエネルギー消費は先進

国水準を20～30％上回るとされ、環境汚染も深刻な状況に

ある。10・5計画における省エネルギー対策としては、連鋳

比の向上（2005年に95％）、高炉における微粉炭吹き込みシ

ステムの普及（2005年に1,800万トン以上）、コークス乾式

消化設備の設置、高炉炉超圧発電システムの設置（容積

1,000立方メートル以上の高炉すべて）、転炉ガスの完全回

収・再利用等が挙げられている。

環境対策では、主要メーカー14社を「クリーン生産」試行

対象企業に選定し、関連設備の導入、技術改造を行なうとし

ている。具体策としては、コークス炉ガスの浄化強化、回収

水の循環率向上と汚水処理設備の建設、原料の使用法改善等

が指定されている。

鉄鋼業10・5計画に基づく以上のような構造改善が実現

すれば、2005年時点の中国鉄鋼業は世界最大の生産量を確

保しつつ、生産性・品質・環境対策といった質の面でも先進

国に準じる地位を獲得し、世界の鉄鋼市場において一層強固

な立場を占めることとなろう。
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表7 鉄鋼業第10次5ヵ年計画における主要目標 7）

表6 第10次5ヵ年計画における薄板類の能力拡張計画
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